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1　
古今集歌人伊勢の娘、中務の家集を取り上げ、注釈を試みる。本紀要
五八号「中務集注釈（一） 」以来、六三号「中務集注釈（六） 」に至る六回の論考において、中務集二類本、冷泉家時雨亭文庫蔵資経本二九八首の注釈 試みを終了した。前号「中務集注釈（七） 」と本号において、資経本に収載されず、西本願寺蔵三十六人集、歌仙家集本および前田家旧蔵本のみ 存在する歌の注釈を行う。なお 歌番号は西本願寺本、歌仙家集本、前田家旧蔵本の通し番号である  「中務集注釈（一）～（七） 」について、ご教示を賜った皆様に深く感謝申し上げる。　
各歌の文責を次に示す。二〇〇～二〇二・二三八～二三九（加藤） 、











 西本願寺本を底本とする歌について、 文の校合に用いた本は、以下の通り（ （
 ）内は、異同を掲出する際の略称） 。











 和歌本文は読解の便のため、適宜仮名を漢字に、漢字を仮名に改めた。また、詞書内には必要に応じて句読点 施して る。校訂した箇所や仮名漢字表記を改めた箇所は、右にルビで底本での表記を示した。
一
　











































































にやってきたので、月が見える日に来ないのに、ましてや雨の日に来るとは思いませんでしたと皮肉を言った。月 美しい夜には来訪が期待され が、雨の夜には来ない 考えるのが普通であった。 「月夜には来ぬ人待たるかき曇り雨も降らなむわびつつも寝む」 （古今・恋五・七七五
　
よみ人しらず） 。　
また、 『後撰集』に当該歌と類似した表現の歌があり、 注意される。 「男














































































































































































松」が「我（中務） 」とさ ているが歌意不明のため他本 より校訂した。○霜枯れに混じれる枝
　「霜枯れ」は、 「霜がれにみえこし梅は咲き

























































































































ある人」の比喩。 「とこ」に「床」を掛け 常夏が雨にしおれて倒れしまうことを、物思 する人が涙にくれて床 ついたことと重ねて表現する。○聞くはまことか
　
聞きおよんだことの真偽をたずねる形で、そ




































く言葉との繋がりが解釈しがたいため、歌仙本によって校訂した。 「草枕寝る折もなく鈴虫はなくを旅寝にあかずなりけり」 （中務（資経本） ・一一一） 。○ てや床に明かすべき
　
底本は「なみはやとにもあかす
へき」 。このままでは歌意が不 であるので、歌仙本を参考に「なくてや床に」と本文を改めた。 ［補説］参照。一人、寝床で夜を明かすこと。○夢とだ
　
せめて夢として。 前時代や同時代では例が見出せない表現。






































































































































































































底本「なみなか」 。 「なみなか」の語は他例を見出し たく、歌仙本により「水上」に校訂した 水上から流れてくる花を見て、上流で花が散ったことを類推する。 「水上にもみぢ散るらし宇治川の瀬々さへ深く りまさるなり」 （元真・一七三） ○花は昨日や散り果てにけむ
　
花は昨日









































































































ここは、 「理由がない、関係ない」の意か。 「鶯にあらぬものからなきつつも春をすずろにすぐすべきかな」 （敦忠・八七） 。○思ほえて
　
自然と






























































































































自分とは無関係なもの して聞く意。 「 」は限定。 「よそにのみ聞かましものを音羽川渡るとなしにみなれそめけむ」 （古今・恋五・七四九
　


















































歌仙本と同様に第二句を 「見えぬからにや」 とする歌が 『伊勢集』







































































の古名（松虫と鈴虫が逆であった）とされるが、確かな根拠はない 当該歌と同じく、 「山 とともに詠まれる例はある。 「松虫のは こゑさそふ秋風はおとは山よりふきそめにけり」 （後撰・秋上・二五一
　
よみ人




大観』三巻は、 当該歌第四句を「そらにとぶひと」 翻刻 が、 「松虫」
が「飛ぶ」と詠まれる例は他にない。 「空にとふ」は、 「逢坂の山ほととぎすなのるなり関もる神やそらにとふらん」 （千載・夏・一九〇
　
中納
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とイ
すゝき呼子鳥にもあらねども昔恋しき音をのみぞなく














































































































































底本では「などうらながき」 。 「うら」は心の意味で、 「う














































































の光」と「日陰蔓」との掛詞。日陰蔓は大嘗会などの神事に物忌みのしるしとして冠の左右に垂らした。 「有明の心地こそすれさかづきにひかげもそひて出でぬと思へば」 （能宣・六三） 。○まばゆからまし
　
夜であっ





























































美しい景物をいう。 「春の花秋の紅葉も忘られぬからなでしこのにほふさかりは」 （定頼・一四八） 。○誘はれて人の立ち寄る
　
花や紅葉の素

























































隔ててあるに、梅をこなたの人入りてとり り 言ふを聞きて、むめをやりたれば、順」という詞書から始まる、中務と隣人である源順の梅の実をめぐる贈答歌群の最後の一首である。 ［他出］に示 た通り、 『順

























































公任の歌として、 『新古今集』では中務として収載されている。森本元子「前田家本中務集の一首と公任集自撰歌稿のこと」 （ 『和歌史研究会会報』昭四九・八）に、前田家旧蔵本に竄入した公任歌稿から中務の と速断したものか、との指摘がある。高野
　
晴代（日本女子大学教授）
高野瀬惠子（日本女子大学非常勤講師）加藤
　
裕子（日本大学大学院博士課程後期単位取得満期退学）
森田
　
直美（川村学園女子 講師）
斎藤由紀子（日本女 大学大学院博士課程後期単位取得満期退学）曾和由記子（日本女子大学学術研究員）寳槻たまき（日本女子大学 院博士課程後期在学）
